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食と健康に関する調査
一日南町大宮地区の高齢者を対象として-
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2010年10月1日現在、H本の高齢化率は23.1%に達し
た。超高餅土会となった今、い州こ高齢期を充実させ、億康
に生きるかということに関心が高まっている。 1946年に発足
した世界保健機構(WorldHeal也白伊国国出。は世界保健
憲章。』とおいて健康の定義を「健康と広完封ζ、身依精神、
及び世会的によい伍茸な)状態であることを意味し、単に
病気でないとか、樹君でないということではない」としてい
る。つまり、健康というものは病気そ嘘弱品、うだけではな
く、身体の体対直が高く、知的には適切な教育を受け、粧会
的(家族、地域社会、職場)には豊かな人間関係があり、精
神的にも安定している状態備耕輔句健康・柾会的健康・身体
的健康のバランスが取れた状齢のことを指すと考えられる
叱よって高齢者が億康で過ごすためにゆL、身を充実させるこ
とが重要だといえる。しかし、一蝉句に高齢者同日齢に伴っ
て、「身体機能l、「立場ヰ殺倉品、「人間関係jなどを喪失して
いくといわれている。そこで今回、鳥取県日野郡日南町大宮
地区の方を対象に生活習慣ヰ哩醐助、栄養闘兄の托握とと
もに偉康チェックを実施した。この調査から、身体的健康・
精神的健康・担金的健康治宝相互にどのように影響を及ぼして
いるのかを分析し、高齢者の健康の維持・増進上の課題を明
らかにしたいと考える。さらに、地域コミュニテイでの億康
づくりの視点から、笹会参加や生きがし噂の実伏も拒握し、
大宮地区における今後の健康づくりに寄与したu、
2.方法
(1)調査対象地蟻:鳥取県日野郡日南町の概要
日南町は、鳥取県南西部に位置し、島根、岡山、広島の 3
県に接している。裏目卒型の中国山地盟気候で冷椋多雨な気
候であり、冬事こは 1.0-1.5mの動靖もる。人口は、平成
23年現在5，282人であるが、昭和35年の15，286人.!::比べる
と約1万人の減少となっている。年齢区分別にみても、年少
人口容}合、生産年齢人口智治ともに県内最下位である一方、
老年人口容恰は県内1位である。高齢倍率は45%に達し、高
齢者世代のさらなる人口誠少治理み、本格的な人口誠少者会
となったため、「日本の30年先を行く町」と言われている。
高齢者の1人暮らし、示掃のみの世帯が多い地域である。
日南町の基幹産業広農業と材業である。米を中心に農産
物のプランド化が目指され、農業の活性化が進められている
が、特にトマトは日南プランドの代表の1っとして、県内ト
ップの生産額を誇る。しかし、農業者の高齢化キ概齢漣み
働障がいなし、ことが大きな問題となっている。
調査対象とした大宮地区は、折渡・印賀・宝谷・菅沢の4
集落に分村もている。この地区でも少子高齢化は進んでおり、
高齢{閣は田%を超えたH賜集落である(表1)。農業分野
では主に米とトマトを生産し、また大宮地域仮輿センターに
おいて、どじょうの養殖も行っている。しかし、やはりここ
でも高齢化キ喰継者不足は探刻な課題となっている。丈宮ま
ちづくり協議会は旧大宮小学校を拠点とし、丈宮の歴史、観
光スポットの PRを行うなどして、地域の活性化、定住者の
増加に努めている。
太宮
地区 平成22年
折漉 71 
印賀 186 218 |32(ー 15 54.2 
宝谷 40 47 7(一15) 54.3 
菅沢 92 134 42(-31) 49.0 
(白調査対象
調査対象』ネ大宮まちづくり協議会の呼びかけで参加され
た各集落の高齢者也}及時合食ボランティア33名である。調
査対象者の属性を表2に示す。
表2 調査対象f/)周全
(3)調査時棚
2012年9月22日(:f.:)、9月23日(日)の2日間で実施した。
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表3 健康と劃こ闘する聞き取り置富田目
属性
日常生活
運動能力
塩分摂取
栄養状態(MNA)
(4)調査方法
大宮地区内の4集落において、インタピュー形式によって
健康と食に闘する調査を行った後、健康潰H定を行った。
。)調査内容
1)健康と食に闘する聞き取り百世
調査内容およt騨価方法を表3に示す。調査内容は、①日
常生活の状況、信漣動能力、母温分摂取、信牒養状態につい
て行なった。
① 日常ι苦の総兄
日常生活のなかで、趣味の有無、やりたいことそ嘆しみな
ことの有無、また健康管理習慣の有無として体重チェックを
行うかについて質問した。趣味キ壊しみをもっていることが
充実した生活を送ることにつながり、補軸句健康がもたらさ
れると考える。
② 運動能力
基離怜運聾醐齢、よて趨車膚慣について質問した。運動
機能については、足腰の運巌機能に闘する聞いと持久力に闘
する聞いを設定して点数化を行なった足腰の運搬撤能は2
聞の合計値Min2点，.. Max4点注2)、持弘カは1時設定し、 1
点と2点で分析に使用した。
運搬摺慣}志仕事としての運搬漕慣、個別の運動菅贋、集団
での運動習慣についての項目をおし、丸
③ 場初摂取菅慣
高齢者は味着細胞の減少4)キ穆糊・東l障などの食品を好む
ことから也子を取りすぎている傾向がある的。相置でI'i.
置室左遺
写真1 インタビュー 翻mo格子
表3に示す5項目;を設定し、項目分析を行った後、 5項目の
合計信を「塩創娩習慣号点lとした。
④ 栄養状態
栄養剤面 ω町A評価法:MiniNu凶伽lA随時間ent)を
採用した針。これは主に欧米で用いられている栄養剤固法の
1つで、問診と身体計測で栄養評価をすることができる。
MNAは18の項目方構成さオ以点数化することによって3段
欄価一「正常・飽食なし(24以上)Jr栄養不足の勉樹生あ
り (17.. 23.5) J r，栄養不良 (17以下)Jーで示すことができ
る。
2)健闘定項目 (5項目)
MNAによる栄養鞘面を行うため、①体重、②身長、③上
腕周囲値、④ふくらはぎ周囲値を計測した。また、信渥カの
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写真2 健制慌の様子
測定を行った。握力は、全僻句な体力を反映する、簡便で有
用なテスト法とされる710左右1囲ずつ測定し、その平糊直
を値とした。
(6)手続き
調査項目およt肪法においては、鳥取大掌地域学部倫理審
査委員会の承認を得るとともに、大宮まちづくり協議会およ
E均蝿新町こ対し、調査の主旨を説明し承認を得た上で実施し
た。
的分析方法
本研究は、 3つの分析から構成されている。
防析口運動能力促腰・握力・持久力)の実態と関連要
因の分析:運動能力(足腰・握力・持久力)の状況を拒握し、
運動能力と寺輪、運動習慣、家族構成との関連について把握
する。
防析I]栄養伏態倒NA.静岡の実態と臨藍要因の分析:
栄養状態を拒握し、栄養状態と年齢、健康管理習慣、運動能
力、家族構成との関連について分析する。
防新回塩分摂取習慣に関係する要因の分析:塩分摂取習
慣の状況を拒握し、家族構成運動習慣と関係があるかどう
かを分析する。
扮新聞糟剛均側面と運動官助、栄聾伏態との臨劃金分析:
精神的側面徒献の有無、楽しみの有無)の状態を托握し、
MNA評価およて舟動能力、移動手段との闘連について分析
する。
3.結果およE鰭察
(1)運動能力の実態と関連要因[分析口
運動能力を足腰の機能・握力・持久力の3つの項目に分け、
それぞれが年齢、運動習慣、家旗構成とどのように関わって
いるか分析してb、く。
まず、大宮地区高齢者の握力の状態を池田ら7)による他地
墳での大規模な調査結果[以下、封司とする)と比較する(表
4)。大宮地区の男性比全国平均に比べて劃白玉下回ってい
る。また、対生もかす4かではあるが全国平均を下回っている。
握力が体力を反映しているといった観長から考察すると、大
宮地区の高齢者は、他却械の同年代の高齢者よりも運動能力
効活ぃ可能性がある。
表副主運動能力の3項目と年齢との関わりをみたもので
ある。どの項目においても61-74歳の方が75歳以上より点
数が高くなっている。このことから、やはり運動能力は加齢
にともなって低下していくことがわかる。
次に、運動能力と運動習慣との関係についてみていく C表
6)。運蔵摺慣は、仕事としての運毅摺慣犠作業守家軒、
個別の運動習慣(体操や散歩)、集団での運搬潤慣(ゲートボ
ールうに分けて分析した。農作業を行う人は、足腰の機能・
握力ともに尉懐等を行わない人を明ら糾こ上回る運動能力
を維持していることがわかる。しかし、持久的な能力につい
ては差が認められなかった。また、体操や散歩をするといっ
た個別の運動習慣との関わりもみられなかった。ゲートボー
ルといった集団での運動習慣におし叩立、行う人の方カ濯カ
の値が高いものの、足腰の機能キ椅貌カについては違いがみ
られなかった。
運動能力と家族構或の関係についてみていく(表7)。家族
構成は、 1人暮らしとその他臼改需のみ世帯、子ども等との
同居世帯、その他に分類した。なお、 1人暮らし世帯は圧
倒的に75歳以上の高齢者が占めていたことから、データの正
確性を考慮して、表7に示す分析対象は75歳以上である。握
力は1人暮らしの方がかずカヰこ下回っているが、足腰の機能
は1人暮らしの方がその他世帯を上回っている。
これらのことから、加齢による運動能力の低下は避けられ
ないものの、農作業を日常的に行うことは、足腰の機能キ握
力すなわち体力峨鮪につながっていることがわかる。また、
個別な運動習慣よりも、集団マ予う運動習慣の方カ主体力制佐
運動習曹
豊作業
散歩・体操
ゲートポール
表4
全国
大宮地区
表5 運動能力と年齢
表6 運動能力と運動膏慣
運動能力
足腰(点) 握力(kg)
する 3.4 27.1 
しない 2.8 19.9 
する 3.3 25.5 
しない 3.3 24.4 
する 3.2 29.6 
しない 3.3 23.1 
表7 運動能力と家旗構成
持久力(点)
1.8 
2.0 
1.9 
1.8 
1.9 
1.8 
量主主鐘j
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持乙効果断あると考えられる。さらに、高齢者の 1人暮らし
は、足腰が元気であることから成り立っていると，尉つれる。
ω栄養状態の実態およt用臨睦国防析nl
次に、栄養伏態の到匝尺度である MNA値と寺輪、健康管
理習慣(体重チェック)、運動能力、家族檎或との関わりにつ
いて分析する。握力との関連については相関係数を算出し、
その他はMNA値の平均直比較を行った。
表8は、年齢別に栄養状態を比較したものである。 MNA
値に着目すると、 61ー 74歳の方'iJ175歳以kを1.7ポイント
上回っていることから、年齢を重ねることで栄養伏態地主低下
していくことがわかる。栄養剤国の害拾からみると、 75歳以
上の被験者19人のうち栄養不良閉包食者5名、栄養不良者2
名であり、加齢とともに栄養不良の危険性が高まることが明
らかとなった。
表9は、体重チzック習慣と栄養状態との関車を示したも
のである。体重チェック習慣と MNA値に差はみられないこ
とから、体重を確認する習慣行動と栄養状態とは直脚色には
関係がないと考えられる。
表101主運搬潤慣ー仕事としての運顕骨慣(農供裳朝、
個別の運動習慣併操・散歩)、集団での運動習慣(ゲートボ
表8 各年齢層における栄養状態
表9 掌握状態細岨値〉と体重チヱッヲ習慣
表10栄養状態個岨値〕と運動菅慣
表1 業盤状態佃岨値)と運動能力
且鹿
持丸力
褒12議書状態個岨値〕と家族構成
ーノレ)ーと栄養吠態との関連である。農惜等を行う人とゲ
トーボー ノレを行う人l丸いずhも行わない人よりもそれぞれ
1.2ポイント、1.4ポイント高く、栄養状態が4取していること
がわかる。一方、散歩や体操品、つお軍慰漕慣との関連は認
められなかった。
表111土、運動能力と栄養状態との関連を示したものである。
足腰の機能lこついてI'i-階段の昇降やイスから立ち上がる際
に手すり等が必要になるほど、 MNA値治活くなっている。
そして、階段・イスともに補助治泌要な人のMNA値は「栄
養不良の危険性がある」状態となっている。このことから、
足腰が弱くなると、同時に栄養状態も低下する危険性がある
ことが明らかとなった。持久力については、 15分情続けて歩
くことができない人の方が、栄養状態はヰキょいという結果
となったが、歩ける人も栄養伏態としては問題のなし吐描で
あった。握力と MNA値については、や将司川目関仕~.2)
がみられたことから、握力地羽いすなわち体力があるほど栄
養伏態もよし噌薗向がうかがえる。
表12は、栄養状態と家族構成との関連を示したものである。
1人暮らし世帯の却2その他世帯よりもMNA値が低く、「栄
養不良η飽食性があるJ状態であった。つまり、一緒に食事
をする人がいなくなると、食肉楽しみも少なくなり、栄養状
態も低下してくると4悶オ略。
以上から、高齢になるにてれて栄養状態ほ低下していくが、
農作業やゲートボーノレといった運動の習慣が栄養伏鶴乙良い
影響を与えているといえる。また、 1人暮らしになることで
栄養状態カ羽下する可能性も明らかになった。
表13は MN五の各項目得点作寸却を示したものである。
体重減少、ストレス、系図且・底食事巨圏在、果物・野菜
水分摂取の項目において栄養障害の危険者よりも正常者のほ
う量制酪主上回っていることがわかる。次に、タンパク質の
摂取についてみてみると、正常者、栄養障害危験者ともに豆
類時撤に関してはMAX値に達している。しかし、その他
の2項目については、いす苛ももMAX値に及ぱなし数値にと
どまっていることがわかる。近年、融持の問で「都豊栄養
失調」が増えているといわれる。これはタンパク質不足から
くる低栄養のことであり、これによって筋肉の衰え、免疫力
の低下、川劇荷、脳卒中が引き起こさ払寝たきりの状態に
なることがある。これは、コレステローノLイ置を気にしすぎて
肉よりも野菜モ魚を食べるべきであるという恩""みみから生
じやすく、特4にこの傾向はひとり暮らし世帯の高齢者に多川
対策として、意離包にタンパク質摂取を行うことがあげられ
るが、文宮地区に関しては、割暗品、肉・魚を積極切こ摂取
する必要があるといえるだろう。
(3)場掘取膏慣に関係する要因[分析ml
邸摂取習慣と家族構成運動習慣との関僚性について分
析する。家狭構成では平糊直の此殺を行川運動習慣で岬目
関係数から検討した。
表14は、家族構成却1;:塩分摂取習慣得点を示したものであ
る。 1人碁らしよりその他の世帯匂婦のみの世帯や子ども
等との同居世帯など7の方均等専点が高くなっている。性別で
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表13栄養状態別業彊割E項目得点の比嬢
表14塩分摂取聞置と家樹輸事との関連
此載した場合、いサ10)世朝こおいても身性の加滑点
が高いことがわかる。しかし、凡人暮らしの男f也と「その
他の世帯の矧白とでは、その他世帯が 0.6ポイント上回る
程度であるが、 r1人暮らしの女聞と「その他の世帯の女闘
を比べた場合では、その他の世帯の対生の方が1.6ポイント
高くなっている。このことから、 1人暮らしの人よりもその
他の世帯の方縄扮を多く摂取する傾向にあり、特に刻生に
その傾向が顕著であることが明らかとなった。
次に、表15は塩分摂取習梼号点と運動習慣跡目闘である。
都摂取習慣と農作業の有無とは関連はみられなかったが、
散歩や体操といった個人の運動習慣やゲートボールといった
集団での運巌摺慣とは負の相闘が認められTらつまり、個人
ヰ集団での運動習慣カ司岳、人は、塩分寝取に関する意識も低
く、塩分過多の食生活を送っている実態が明らかとなった。
(噌精神的側面と運動能力、栄養抗態との関連性[分析間
最後に、精神的側面と運動能力、栄養状態、移動手段の関
係について分析する。運動能力と移動手段に関して財目関係
数を算出し、栄養状態に関しては平均直の比裁を行った。
表16は、「趣蜘の有無と運動能力、移動手段との相関係
数を示したものである。身性晴醐ネ握力(体力)の衰え
に影響されるととなく、遠出をする移動季般の影響を受ける
と考えられる。一方、女性の場合は、足腰や握力の表完ヰ移
動手段を失うことで、趣味がもてなくなると，尉つれる。表17
民同様に「楽しみ」の有無と併目関係数を示している。男
女とも運動能力が衰えていても精神的な楽しみはもてている
ことがわかる。しかし、身性の場合、楽Lみの存在は移動手
段があることと強く関わっている。趣味の肉財もしても、
男性が移動手段を失うことI"i-精神的な健康へのダメ一九2
表16 r遇昧Iの有無と運動能力，移動手般の帽調
表17 r麗しみ』の有無と運動能力，移動手段の相関
表18諜磐状態と精楠拘側面
大きいと考えられる。
表18は、精神的f品目面と栄養伏態との眠車を示したもので
ある。楽しみなことややりたいことがある人の方が、ない人
より MNA値))!1.5ポイント上回っている。また同様に、趣
味がある人の方が1.6ポイント上回っており、精楠院健康
であると、栄養状態もよいことがわかる。
以上から、高齢のために自動車やパイクといった遠出をす
る移動手段を手放すこと』ネ精神的な健康に大きなダメージ
となり、栄養伏態にも負η影響を及ぼすことが懸念される。
4.まとめ
本調査の目的は、高官時の健康維持・増進上の課題を明ら
かにし、地蛾コミュニテイで庄〉今後の健調号づくりに寄与して
いくことにある。それを目的として対象地域の高齢者の生活
習慣ヰ活覇市助およt躍動習慣、栄養状態を拒量計るととも
に、健康こおける身体的要因と精神的要因、担会的要因が相
互にどのような影響を及ぼしているのかについて分析した。
調査結果¢場壊を以下に示仁
1) 力[齢に伴っtd霊蹴Eカの低下は見られるが、日常的な農
作業等の習慣が体力の維持につながる。
2) 力[齢とともに栄養状態語審くなる傾向がある。しかし、
農作業やヂートボーノ阿漕慣が栄養状態に駒場轡をも
っている。
3) 1人暮らし世帯壮、その他の世帯よりも栄養状蜘翠い
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傾向がある。
4) その他の世帯は1人暮らし世帯より塩分過多の人が多し、
この傾向は女性において顕著である。
5) 運動の習慣がない人民塩分過多の傾向カ羽川
@移動手段がある人の方がない人より運動能力が高く、ま
た、趣味守護しみをもつなど、精神面での充実がみられ
る。この傾向は女性よりも男性において顕著である。
7) 精神面が充実している人ほど栄養院蜘2晶、
本調査で日常的な尉喋等が適時包力の維持につながるこ
とや高齢者の栄養伏態の特徴、世帯別院晶、などがわかった。
特に7)の結果坊主ら、糟輸簡素訪場'嗣端康に良崎濯をも
たらすということが明らかとなった。移動手段があることに
よって趣味や楽しみが成立することも多いため、吟のような
結果均等専られたと考える。高齢者は運動能力の低下によって
自分で外出できなくなったり、特に大宮地区では交通機関が
充実していないため、外に出る機会カ叩Pなくなりがちである。
こういった点を雄減として支援していくことが必要であろう。
また、今回の調査では担会的健康と他2つの健康との関係が
寸分に見いだせなかったが、今後さらに調査を深めてくこと
で関倒企が明らかになるのではなし、かと考える。
本調査の結呆から地域コミュエテイで考えていくべきこと
は、高齢者の身体的障康の見守りキ年齢・性別・生活形態に
応じた運動や食生活上の陪題に関する啓発活動と改善のため
の支援を行うこと、また精神面を充実させるような取り組み
と移動手段のあり方を検討し、身体的億康へと結びつけるこ
とである。
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